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【 は じ め に 】牛 白 血 病 ウ イ ル ス（ B L V ）は 制 限 酵 素 断 片

長 多 型 （ R F L P ） に よ り 6 つ の 遺 伝 子 型 に 分 類 さ れ 、 国

内 で は Ⅰ 型 が 広 く 浸 潤 し て い る と さ れ て い る 。 今 回 、

過 去 の 牛 白 血 病 症 例 に つ い て 遺 伝 子 型 別 に よ る ウ イ ル

ス 学 的 検 索 を 試 み た 。【 材 料 及 び 方 法 】平 成 1 7 年 か ら

2 6 年 に 当 所 の 病 理 組 織 学 的 検 査 で 牛 白 血 病 と 診 断 し

た 7 1 症 例 （ 3 6 戸 ） の ホ ル マ リ ン 固 定 パ ラ フ ィ ン 包 埋

組 織 を 用 い た 。 抽 出 し た 核 酸 か ら P C R 法 に よ り B L V の

e n v 遺 伝 子 g p 5 1 領 域 の 一 部 を 増 幅 し 、R F L P に よ る 遺 伝

子 型 別 を 行 い 、 品 種 、 農 場 、 月 齢 や 腫 瘍 細 胞 形 態 等 と

の 関 連 を 調 査 し た 。 【 結 果 】 7 1 検 体 中 5 1 検 体 ( 2 4 戸 )

で 標 的 遺 伝 子 を 検 出 し た 。 遺 伝 子 型 は ホ ル ス タ イ ン 種

（ H o l ） で Ⅰ 型 3 1 検 体 ( 1 6 戸 ) 、 Ⅴ 型 8 検 体 ( 1 戸 )、 黒

毛 和 種 （ J B） 繁 殖 牛 で Ⅰ 型 4 検 体 ( 2 戸 ) 、 Ⅱ 型 2 検 体

( 1 戸 )、 Ⅲ 型 2 検 体 ( 2 戸 )、 J B 肥 育 牛 で Ⅰ 型 3 検 体 ( 2

戸 )、Ⅱ 型 1 検 体 ( 1 戸 )で あ っ た 。H o l 1 戸 で は Ⅰ 型 に 加

え Ⅴ 型 が 検 出 さ れ た 。 他 の 農 場 で は 遺 伝 子 型 は 単 一 で

あ っ た 。 月 齢 及 び 腫 瘍 細 胞 形 態 と の 関 連 は 認 め な か っ

た 。 【 ま と め 】 発 症 牛 に つ い て 実 施 し た 今 回 の 調 査 で

は 、 H o l は Ⅰ 型 が 主 流 で あ り 、 J B で は Ⅰ 型 以 外 に Ⅱ 型

と Ⅲ 型 が 確 認 さ れ た 。 今 後 、 発 生 農 場 ご と に B L V 感 染

牛 の 遺 伝 子 型 別 の 浸 潤 調 査 を 行 い 、 発 症 率 等 と の 関 連

を 調 査 し た い 。  


